
千
葉
。長
須
賀

条

里
制
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
千
葉
県
館
山
市
下
真
倉
字
舞
台

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
一
月
１

一
九
九
八
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
一昌
梨
俊
夫
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
旧
河
道

・
水
田
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
須
賀
条
里
制
遺
跡
は
館
山
平
野
の
南
部
に
位
置
し
、
南
北
を
汐
入
川
と
境

川
、
東
西
を
丘
陵
と
砂
丘
列
に
取
り
囲
ま
れ
た
、
標
高
約
九

ｍ
の
後
背
湿
地
上

に
所
在
す
る
。
遺
跡
周
辺
に
は

条
里
型
の
水
田
区
画
が
広
範
囲

に
存
在
し
て
お
り
、
宅
地
化
の

影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
現

在
で
も
基
本
的
な
地
割
は
残
存

し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
国
道
建
設
に

伴
う
も
の
で
、
弥
生
時
代

・
古

墳
時
代
の
旧
河
道
や
水
田
、
古

代
以
降
の
条
里
型
水
田
、
中
世
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

特
に
古
墳
時
代
後
期
の
旧
河
道
に
は
、
扉
材
を
再
利
用
し
た
木
樋
が
設
け
ら
れ

て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
検
出
さ
れ
た
条
里
型
水
田
は
、
表
層
条
里
と
方

向
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
伴
す
る
遺
物
が
少
な
く
開
田
時
期
を
決

定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

古
代
以
降
の
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
青
磁

・
中
世
陶
器

・
銭

貨
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
耕
作
に
よ
つ
て
著
し
く
磨
耗

・
細
片
化
し
て
い
る

も
の
が
目
立
つ
。

木
簡
は
調
査
区
南
端
の
Ａ
Ｂ
区
２
層

（暗
灰
褐
色
粘
質
土
）
か
ら
出
土
し
た
。

２
層
は
近
世
以
降
の
水
田
耕
作
土
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
確
な
水
田
遺
構
は
検

出
さ
れ
ず
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て
も
時
期
幅
が
大
き
い
。
こ
の
た
め
木
簡
の
年

代
は
決
定
し
が
た
い
。
な
お
、
調
査
報
告
書
で
は
中
世
前
後
の
所
産
と
推
定
し

て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔荻
力
〕

ω

　

「
六
日
山
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
撰
ｏ
ｏぢ

板
目
材
で
上
端
の
一
部
と
下
端
を
欠
失
し
て
い
る
。
上
端
に
は
刃
物
に
よ
る

切
断
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
調
査
地
点
の
東
側
上
流
部
に
現
在
も

「山
荻
」
の
地

名
が
残

っ
て
お
り
、
当
該
地
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

(館 山)
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